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「総合的な学習の時間」の進め方

１ 基本的な考え方の確認

(1) どのような時間か

ア 地域や学校，子どもたちの実態に応じ，学校が創意工夫を生かして特色ある教育活動を

行える時間である。

イ 国際理解，情報，環境，福祉・健康など，従来の教科をまたがるような課題に関する学

習を行える時間である。

(2) 身に付けたい力は

ア 知的好奇心や探求心をもって自ら学ぶ意欲や主体的に学ぶ力

イ 自らの力で論理的に考え判断する力

ウ 自分の考えや思いを的確に表現する力

エ 問題を発見し，解決する力

(3) 実施に当たっての留意点として

ア 「基礎・基本の定着」との関係を踏まえ，学校の実態に応じた柔軟な工夫

イ 「心の教育」の視点を大切にした創意工夫

２ 特殊教育における「総合的な学習の時間」の考え方

(1) 教育課程の編成

ア 総合的な学習の時間は，小学校第１学年，第２学年，知的障害養護学校小学部を除く，

小学校，中学校，高等学校，盲学校，聾学校，養護学校のすべての学年に設けられた学習

活動である。

イ 特別な教育課程（学校教育法施行規則73条の19）を編成する場合も，実施することが望

ましい。

学 校 教 育 目 標

各 教 科 道 徳 特別活動 自立活動 総合的な学習の時間

総合的な

学習の時間領域・教科を合わた指導 教科別の指導 領域別の指導

・日常生活の指導 ・国 語 ・自立活動

・生活単元学習 等 ・算数・数学 等 ・特別活動
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(2) 「総合的な学習の時間」と「領域・教科を合わせた指導」

視 点 「総合的な学習の時間」 「領域・教科を合わせた指導」

・ 各教科，道徳，特別活動と並列 ・ 各教科，道徳，特別活動及び自立

位置付け に位置付ける。 活動の全部又は一部を合わせる。

「時間の枠」 「指導の形態」

・ 問題解決能力，学び方，考え方 ・ 実際的，体験的な学習活動を通し

ね ら い 主体的・想像的な態度，生き方 て，結果として領域や教科の内容を

。 （ ， 。）（目標，内容は定めていない ） 習得 目標 内容は定めていない

時 間 ・ 学年に応じて年間の実施時間が ・ 指導時間の枠がない。

明記

学習活動例 ・ 例示として 国際理解 情報 ・ 経験，活動の例示はない。「 」「 」

評 価 ・ 数値的な評価はしない。指導要 ・ 評価は，活動ができるようになっ

録の記載は評定せず，所見等を記 たかどうかで判断する。

述する。

(3) 「総合的な学習の時間」の展開（特殊学級の場合）

ア 特殊学級独自で実施する方法

イ 通常の学級のいずれかの学年に参加して実施する方法

ウ 交流している通常の学級で学習する方法

エ 学校全体で学習する方法

オ 他の小・中学校の特殊学級で実施する方法

※ 特殊学級独自で実施するメリット

① 個別の指導計画に沿った学習課題，活動内容の設定が

容易である。

② 学級集団としてのまとまりをうながすことができる。

一人一人の興味・関心を最大限に生かした課題設定が③

可能である。

担任と子どもの信頼関係の中で最適化された支援がで④

きる。
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３ 特殊教育における「総合的な学習の時間」の計画

(1) 作成手順

総合的な学習の時間に ○ 学校教育目標との関連からの明確化

おける子ども像 ○ 発達段階や学級の特色を生かした目標の設定

１ 地域の特色を生かした課題から

２ 興味・関心に基づく課題から

単元開発の発想 ３ 横断的・総合的な課題から

４ 各教科等の関連・発展の課題から

５ 特色ある教育活動を生かした課題から

６ その他の課題から

１ 素材の収集（自然，社会，人等）

単 元 開 発 ２ 学習活動・学習テーマの想定

３ 単元の設定（単元候補一覧表の作成）

１ 年間の単元配列

年間指導計画の作成 ２ 年間指導計画の作成

３ 学習環境づくり

○ 個に応じたテーマの設定

学習テーマの設定

１ 教師が複数の具体的な学習テーマを示し，子ども

が選択する。

２ 教師が課題を提示し，それを基にして子どもが自

分の学習テーマを設定する。

３ 教師と子どもが一緒に課題を考え，それを基にし

て子どもが自分の学習テーマを設定する。

４ 子どもが自ら課題を見付け，それに基づいた学習

テーマを設定する。
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(2) 学習活動例

「駅にプランターを贈ろう」の例

ふれる ① 近隣の学校等が公共施設で行って「わっ，おもしろそうだ」

（課題との出会い） いる清掃活動などのボランティアの

様子を見学する活動

つかむ ② 自分たちにもふだんお世話になっ「○○をやってみたいなあ」

(学習テーマの設定) ている所にできることはないか考え

る活動

たてる ③ 対象の施設を選び，職員へのイン「どのように調べようか」

(学習計画づくり) タビューを基に奉仕活動を決定する

活動

しらべる ④ 駅にプランターを贈るために，プ「○○に行ってみよう」

(追究活動) ランターに土を入れたりポットの苗

を移植したりする活動

まとめる ⑤ 駅員や利用者の声を紹介し合いな「こんな方法でまとめよう」

(まとめ・表現) がら写真やビデオを通してまとめを

する活動

いかす ⑥ 他のできそうな奉仕活動について「 」こんなこともやってみよう

考える活動(実践化と新たな課題への挑戦)

※ 自ら学び,自ら考える力の育成をねらいとするこの時間の学習活動は,問題解決的な学

習活動及び子どもの思考や意識の流れを重視した学習活動の展開が望まれる。また,問

題解決的な学習のプロセスを重視し,学習活動が連続,発展する中で培われた学び方や考

え方は,他の学習や生活に生かされるなど,自己の生き方を考える上でも重要である。



- -23

４ 「総合的な学習の時間」の学習展開上の留意点

(1) 展開上の６つのキーワード

「気付き・疑問 「尋ねる・質間 「調査・体験 「協同 「かかわり 「表現・まとめる」」 」 」 」 」

これらのキーワードを 「総合的な学習の時聞」の学習活動の中において,多様な発達レベ，

ルの子どもに具体化・個別化する。

(2) 体験をベースにして学習を展開する。

学習活動の中で体験学習が頻繁に組織され,それを軸に学びが発展・深化することが大事

である。障害のある子どもの「総合的な学習の時間」でも,子どもの輿味・関心をその出発

点にすることが大切であるが，重度の障害児の場合,興味・関心の対象が限られている場合

も多い。そこで，学習の導入段階で体験的な活動を設定し，その体験を通して子どもの興

味・関心を喚起し,発展・拡大に導いていくという取組が大事である。興味・関心を生かす

という視点と同時に,体験を通して，興味・関心を育てるという視点を大切にしたい。

(3) 子どもたちによる「人や事物との新たなかかわり」を図る。

「総合的な学習の時間」の活動は体験をべ一スにして展開されるが,それは換言すれば，

子どもたちにとっての人や事物との新たなかかわりの機会でもある。子どもたちは人や事

物とのかかわりをよりどころにして,感動したり,驚いたりしながら,様々なことを考え,そ

れを深める中で,実際の生活や社会,自然の在り方等を学んでいく。

かかわりの対象は,自分の身近な生活にある人や事物から.徐々に生活圏を広げ,地域,町,

地方というように発展させたい。

(4) 教師のかかわり方の工夫による探究活動の促進を図る。

「総合的な学習の時間」の学習活動を計画する段階では，教師にはコーディネーター的な

役割が求められる。人的・物的な教育資源に関する情報を収集し.それらを有効に活用して

テーマに即した学習活動を組織していくものである。さらに授業展開の段階では,それらの

人的・物的教育資源に子どもたちが自発的にかかわり,探究活動を誘発させるような支援を

工夫していく必要がある。必要な情報を提供したり，子どもの活動を見守ったり,子どもの

必要に応じた助言・励ましを提供したりするかかわり方である。

「総合的な学習の時間」で大切な支援は,「学習の問題に対する子どもの興味・関心を高

め,子どもの間題解決の姿勢を後押ししていく教師の指導法」であり,放任というべき状況

を意味していないことに注意する必要がある。

(5) 学習形態の多様化を図る。

知的発達段階の個人差の大きい集団にあっては，学部や学年で同じ単元や学習活動を設

定することに執着するよりも,学習形態を積極的に多様化し,子どもの多様な興味・関心や

願い,課題意識に迫っていくことが大切である。多様な学習形態として,グループ学習や異

年齢集団による学習などが考えられる。

・ グループ別学習の例： 興味・関心別のグループ 「調査対象別のグループ 「表現方「 」 」

法別のグループ」

・ 異年齢集団による学習の例：従前のクラブ活動のような，同好会的,選択学習的な学習

集団
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５ 「総合的な学習の時聞」における評価

(1) 子どもの学習状況の評価

「総合的な学習の時聞」では.取り上げられる個々の課題について何らかの知識や技能を身

に付けることを目的にしていない。したがってその学習状況の評価では，学習に対する意欲

や態度などの取組の状況そのものや，結果としての進歩の状況などを重視して評価すること

になる。各学校で評価の具体的観点を開発したい。

・ 総合的な学習の時間のねらいから； 課題設定の能力 「間題解決の能力 「学び方・も「 」 」

のの考え方 「自己の生き方」など」

・ 各教科との関連を明確にして； 学習への関心・意欲・態度 「総合的な思考・判断」「 」

「知識を応用し総合する能力」など

◎ 自校の定める目標や内容を重視して； 人や物にかかわる力 「学習活動を見通す力」「 」

「自己決定・自己選択の力 「自分なりの方法で表現する力」など」

(2) 子ども自身による白己評価・相互評価

子ども自身の自己評価や相互評価を,その後の探究活動や生活，生き方につなげていける

ようにする。活動ごとや単元終了後の「自分でできた。友達や先生に認めてもらった 」。

といった自信の積み重ねが，自分のよさや成長の新たな気付きになり,生活との結び付きを

深めていく。

(3) 教師の側の評価

一人一人の学習状況の評価結果を集約し,教師集団で単元設定の有効性，指導計画の妥当

性，具体的支援の手だて等について評価を行い,新たな単元開発や次単元での展開の改善に

つなげる。具体的な評価の観点は,「総合的な学習の時間」の計画で特に大切になる，子ど

もの実態に応じた「体験的な学習や問題解決的な学習の取り入れ方 「学習形態や指導体」

制の工夫 「地域の人材や学習環境の積極的な活用」などから，各教科・領域等の指導と」

共通するものまで多岐にわたる。各学校が実態に応じて適切に評価の観点を設定していく

必要がある。

※ 具体的な評価場面

自己評価と 面談や話し合い 学習活動の

相互評価の併用 観察記録

活動する子ども

成果や作品 外部講師との

レポート 情報交換

教師間の情報交流


